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事 業 名
予算額

（百万円）
頁

輸出環境整備緊急対策のうち
植物品種等海外流出防止緊急対策事業

（他部署計上の予算）
輸出促進等のための農研機構の機能強化のうち
新品種の保護強化のための特性審査の高度化

○令和３年度補正予算の概要
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２72



＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

１．海外における品種登録の支援
海外における品種登録に必要となる経費を支援します。

２．海外における育成者権侵害対策への支援
海外における侵害の実態把握や現地パートナーを活用して無断栽培を監視し効
果的に侵害を防止する防衛的許諾等、育成者権侵害対策に必要となる経費を支
援します。
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①出願支援

②侵害対策

輸出促進に貢献

我が国優良品種の海
外への流出・無断増殖
を防止することにより、
海外市場で海外産と
競合しない環境を確保

［お問い合わせ先］輸出・国際局知的財産課（03-6738-6443）

【令和３年度補正予算額 339百万円】

＜対策のポイント＞
我が国優良品種の海外への流出・無断増殖を防止するため、品種登録（育成者権の取得）や育成者権侵害対策に係る経費を支援します。

＜事業目標＞
○ 輸出重点品目の海外での１品種あたりの平均品種登録国数（２か国［2027年度まで］）
○ 農林水産物・食品の輸出額の拡大（２兆円［2025年まで］、５兆円［2030年まで］）

輸出環境整備緊急対策のうち
植物品種等海外流出防止緊急対策事業

国 育成者権者

＜事業の流れ＞

コンソーシアム

定額、 2/3 、1/2 定額、 2/3 、1/2
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＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

１．新品種の保護強化のための特性審査の高度化 72百万円
品種登録の審査結果を海外登録にも活用できる高度な特性審査とす
るために必要な栽培試験圃場を整備します。

２．輸出促進等のための生産基盤の強化 681百万円
省力的な種ばれいしょ生産が可能となるばれいしょ原原種の品質向上
と安定供給を図るため、選別施設及び貯蔵施設を整備します。

３．輸出促進等のための研究環境の強化 241百万円
公設試や民間等と連携して、ビッグデータやＡＩ等の活用による国際

競争力のある品種開発の加速化や精度の高い栽培管理手法の確立等
を図るため、大量のデータを効率的に扱うことができるネットワーク基盤を
整備します。

［お問い合わせ先］
（１の事業）輸出・国際局知的財産課 （03-6738-6445）
（２の事業）農産局地域作物課 （03-6744-2115）
（３の事業）農林水産技術会議事務局研究調整課（03-3502-7472）

輸出促進等のための農研機構の機能強化
【令和３年度補正予算額 994百万円】

＜対策のポイント＞
我が国で品種登録審査の充実に必要な栽培試験施設を整備して海外における迅速な品種登録の実現、ビッグデータやＡＩ等の高度活用に必要な研究
環境を整備して国際競争力のある品種開発等を推進すること等を通じて、輸出の促進等を図ります。

＜事業目標＞
我が国の優良な植物新品種の海外品種登録の推進

＜事業の流れ＞

国 （国研）農業・食品産業技術総合研究機構
交付（定額）

ジーンバンク

輸 出 の 促 進 等

１．特性審査の高度化 ２．生産基盤の強化

・海外における迅速な品種登録
・優良品種の海外流出防止

高品質な原原種の安定供給

国際基準に合致した
高度な特性審査

栽培試験用の
圃場施設の整備

内部障害
自動除去

病害に罹患
種苗管理施設の整備

３．研究環境の強化

• 相手国のニーズに
合わせた国際競争
力のある新品種

• 農作物の高品質化
のための栽培管理
手法

研究開発の
加速化ネットワーク基盤の整備

（大量のデータ活用）
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